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慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
六
月
一
三
日
、上
名
栗
村
を
発
端
と
し
て
武
蔵
国
一
七
郡
・

上
野
国
二
郡
に
ま
で
波
及
し
た
大
規
模
な
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
「
武
州

世
直
し
一
揆
」
と
も
呼
ば
れ
、
民
衆
が
「
世
直
し
」「
世
均
し
」
を
呼
号
し
て
立
ち
上

が
り
、
各
地
で
米
の
安
売
り
や
施
金
・
施
米
、
質
地
証
文
・
借
金
証
文
の
廃
棄
な
ど
を

求
め
て
闘
い
、
わ
ず
か
七
日
間
の
あ
い
だ
に
瞬
く
間
に
関
東
各
地
に
広
が
っ
た
。
鎮
圧

さ
れ
る
一
九
日
ま
で
の
間
に
、
打
ち
こ
わ
し
の
被
害
に
あ
っ
た
村
は
二
○
二
か
村
、
参

加
・
結
集
し
た
民
衆
は
一
〇
万
人
余
に
の
ぼ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
武
州
一
揆
の
研
究
は
、

一
九
七
〇
〜
八
〇
年
代
前
半
を
ピ
ー
ク
と
し
て
多
く
の
研
究
蓄
積
が
み
ら
れ
る
が
（
１
）
、
そ

の
後
も
新
史
料
の
発
見
に
よ
り
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
な
ど
、
幕
末
の
社
会
構
造
や

世
直
し
一
揆
の
起
っ
た
原
因
・
真
相
に
つ
い
て
の
究
明
は
続
け
ら
れ
て
い
る
（
２
）

。

筆
者
は
、
以
前
に
武
州
一
揆
に
関
す
る
新
史
料
「
変
事
出
来
ニ
付
心
得
覚
記
」
に
つ

い
て
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
（
３
）
。
こ
の
史
料
は
、
上
名
栗
村
の
新
組
字
鳥
居
に
居
住
し
て

い
た
新
組
組
頭
の
平
沼
源
左
衛
門
が
一
揆
を
直
接
体
験
し
、
そ
の
経
緯
を
書
き
と
め
た

も
の
で
、
村
役
人
側
の
対
応
が
よ
く
わ
か
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
上
名
栗
村
名
主
と
し
て
こ
の
一
揆
に
直
面
し
た
町
田
瀧

之
助
が
江
戸
深
川
で
材
木
問
屋
を
営
む
父
安
之
助
に
送
っ
た
、
四
メ
ー
ト
ル
八
〇
セ
ン

チ
の
長
さ
に
及
ぶ
書
状
（
４
）
を
紹
介
す
る
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
山
中
清
孝
氏
に
よ
っ

て
既
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
（
５
）
、
今
回
は
名
主
と
い
う
立
場
の
者
が
一
揆
側
に
対
し
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
、
改
め
て
取
り
上
げ
、「
変
事
出
来
ニ
付
心

得
覚
記
」
に
関
す
る
考
察
も
加
え
、
若
干
の
所
見
を
述
べ
て
み
た
い
。

町
田
瀧
之
助
は
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
江
戸
深
川
に
材
木
問
屋
の
店
を
持
っ

て
い
た
父
、
町
田
安
助
（
安
之
助
）
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
十
代
の
大
半
は
江
戸
で

過
ご
し
た
。
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
に
名
主
を
継
ぐ
た
め
に
二
〇
歳
で
上
名
栗
村
に

戻
り
、
武
州
一
揆
に
遭
遇
し
た
時
は
三
三
歳
で
あ
っ
た
。

﹇
全
文
翻
刻
﹈

御
尊
書
難
有
奉
拝
見
候
、
如
此
大
暑
之
節
ニ
御
座
候
処
、
其　
　

御
地
御
尊
父
様

御
始
皆
々
様
方
益
御
機
嫌
克
可
被
遊
御
座
奉
恐
悦
候
、
然
者
先
頃
中
ハ
罷
出
、
逗

留
中
ハ
諸
事
蒙
御
厚
情
難
有
奉
存
候
、
右
御
礼
帰
宅
早
々
可
奉
申
上
候
処
、
何
角

取
紛
御
無
沙
汰
奉
申
上
候
段
、
真
平
御
尊
免
可
被
成
下
候
様
奉
願
上
候

一
、
此
程
者
田
舎
騒
敷
義
御
聞
ニ
及
態
々
万
吉
ヲ
以
御
尋
被
下
難
有
奉
存
候

一
、
当
六
月
十
三
日
夕
刻
、
当
村
之
内
浜
居
場
ゟ
上
筋
之
百
姓
騒
立
飯
能
江
穀
物

直
下
之
無
心
筋
ニ
今
晩
ニ
も
押
出
し
候
様
子
与
内
々
為
知
来
り
候
ニ
付
、
不
取
敢

直
様
外
村
役
人
并
新
組
当
名
主
外
村
役
人
衆
江
及
沙
汰
ニ
手
分
ニ
い
た
し
、
隣
村

下
名
栗
村
・
南
川
村
江
右
之
趣
ニ
付
、
何
様
ニ
も
役
人
共
差
押
方
可
仕
候
得
共
、

若
も
抜
出
其
御
村
通
行
致
候
哉
も
難
計
、
若
通
行
い
た
し
候
ハ
丶
何
ニ
も
御
差
留

被
下
候
様
村
役
両
人
ツ
丶
差
遣
相
頼
、
直
様
乍
病
中
下
拙
始
外
役
人
不
残
御
寺
院

﹇
史
料
紹
介
﹈

武
州
一
揆
関
係
史
料
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方
迄
相
頼
差
押
方
ニ
相
登
り
、
浜
居
場
辺
ゟ
家
々
取
鎮
登
り
候
処
、
伊
倉
上
ニ
而
出

合
候
ニ
付
、
何
ニ
も
小
前
一
同
之
願
筋
聞
届
可
遣
穀
物
高
直
ニ
て
、
暮
方
ニ
差
支

候
ハ
丶
当
分
取
続
方
と
し
て
村
方
物
持
中
ゟ
金
千
両
救
可
差
出
間
鎮
り
可
申
間
、
申

聞
候
得
共
、
一
向
不
聞
入
、
差
押
候
ニ
候
而
も
押
抜
、
突
抜
、
払
抜
い
た
し
、
追
々

押
出
し
、
或
者
川
向
或
者
山
畑
江
廻
り
押
出
し
、
無
詮
方
跡
追
欠
、
か
し
屋
橋
迄

参
り
候
処
、
津
辺
曾
ゟ
下
ノ
百
姓
迄
追
々
押
出
し
難
差
押
、
役
人
共
十
方
暮
如
何

可
致
哉
与
存
候
得
共
、
折
節
空
腹
及
候
ニ
付
、
夕
飯
喰
し
居
候
内
、
小
物
ゟ
柏
木

迄
百
姓
共
押
出
し
猶
差
押
候
得
共
、
只
々
差
押
方
不
行
届
兼
無
詮
方
役
人
共
評
議

之
上
右
之
趣
、
岩
鼻
御
役
所
江
御
届
ニ
両
人
差
出
、
跡
役
人
共
差
押
方
ニ
跡
追
欠

参
り
候
処
、
十
四
日
四
つ
時
頃
、
飯
能
川
原
江
着
い
た
し
様
子
承
り
候
得
ハ
飯
能

上
之
村
々
不
残
押
出
し
、
飯
能
穀
屋
四
軒
朝
五
ツ
時
頃
迄
ニ
打
こ
わ
し
、
夫
ゟ
扇

町
屋
江
押
出
し
候
様
子
与
承
り
驚
入
、
猶
跡
追
欠
、
途
中
迄
参
り
候
処
、
最
早
所

澤
江
押
出
し
候
由
承
り
、
猶
驚
入
引
返
し
可
申
与
心
得
、
追
欠
参
り
候
、
此
時
下

拙
義
病
中
前
夜
ゟ
欠
歩
行
候
ニ
付
、
悉
相
疲
、
無
余
義
外
役
人
衆
ヲ
相
頼
、
先
江

遣
、
金
毘
羅
坂
ニ
而
少
々
休
足
致
、
跡
ゟ
参
り
候
処
、
途
中
ニ
而
村
方
之
も
の
ニ

行
合
様
子
承
り
候
処
、
村
役
人
と
も
所
沢
江
着
前
ニ
打
こ
わ
し
候
由
、
夫
ゟ
所
沢

台
江
引
取
其
夜
此
所
ニ
野
陣
与
申
事
ニ
而
、
村
事
ニ
か
こ
ま
り
居
、
飯
能
上
之
も

の
壱
人
も
何
処
迄
も
不
取
逃
趣
、
風
聞
い
た
し
候
ニ
付
、
飯
能
上
役
人
相
談
之
上
、

飯
能
上
村
々
一
同
今
夜
之
内
引
返
可
申
趣
、
夫
々
申
諭
候
ニ
付
、
最
早
引
返
可
申

候
、
左
候
へ
ハ
飯
能
下
人
数
何
千
人
与
も
不
相
分
候
得
共
、
跡
追
欠
可
参
茂
難
計
候

間
、
少
も
早
逃
候
得
与
申
候
ニ
付
、
直
様
跡
江
引
返
、
飯
能
川
原
迄
引
取
申
候
、
此

時
十
四
日
夜
八
ツ
時
頃
此
処
ニ
而
村
役
人
共
待
合
相
談
之
上
、
村
方
江
引
取
可
申
与

相
待
居
候
処
、
翌
十
五
日
朝
ニ
相
成
、
壱
両
人
参
り
候
ニ
付
、
様
子
承
り
候
処
、
村

役
人
共
藤
澤
・
黒
須
迄
引
返
、
前
夜
ヲ
凌
候
様
子
村
方
人
数
之
も
の
ハ
ち
り
〳
〵

ニ
相
成
、
引
返
申
候
由
承
り
居
候
内
、
下
筋
之
人
数
押
来
、
大
川
原
金
貸
打
こ
わ

し
、
直
様
名
栗
江
相
登
り
不
残
打
こ
わ
し
可
申
趣
申
之
、
最
早
飯
能
迄
押
来
候
趣

承
り
候
ニ
付
、
不
取
敢
直
様
村
方
江
引
返
申
候
処
、
追
々
押
登
り
候
趣
注
進
有
之
、

皆
々
驚
、
女
共
ハ
夫
々
山
江
立
退
し
、
今
に
も
押
来
候
ハ
立
退
候
計
之
覚
悟
い
た

し
居
候
得
共
、
真
ニ
其
夜
ハ
夢
之
こ
と
く
ニ
而
明
し
、
翌
十
六
日
朝
、
前
下
筋
之

人
数
大
川
原
ゟ
下
畑
村
江
参
り
、
夫
ゟ
当
谷
江
相
登
り
候
由
注
進
有
之
、
今
ニ
も

押
来
候
ハ
如
何
可
致
哉
与
心
配
中
、畑
文
大
臣
ハ
村
方
江
悉
く
救
を
出
し
候
ニ
付
、

村
方
之
も
の
ゟ
村
内
畑
文
之
義
、
悉
村
方
江
救
を
出
し
候
間
、
其
儘
ニ
助
置
呉
候

様
押
来
候
人
数
江
掛
合
及
候
得
ハ
勘
弁
い
た
し
、
其
儘
通
越
し
当
谷
江
押
来
り
候

趣
承
り
、
当
村
之
儀
も
物
持
中
ゟ
金
千
両
之
質
屋
ハ
質
物
ヲ
呉
遣
し
可
申
間
、
下

畑
村
之
振
合
ニ
村
方
之
も
の
ゟ
押
来
候
人
数
江
掛
合
呉
候
様
申
入
候
処
、
有
方
得

心
い
た
し
候
ニ
付
、
質
屋
者
直
様
質
物
置
主
参
り
次
第
呉
遣
申
候
、
彼
是
取
込
罷

在
候
処
江
下
名
栗
ゟ
畑
中
辺
迄
之
村
々
役
人
衆
被
参
、
右
騒
立
一
件
、
当
村
先
立

之
様
ニ
難
願
被
申
挨
拶
ニ
も
差
支
、
当
惑
致
居
候
処
江
亦
々
飯
能
辺
之
人
数
押
来

候
趣
、
注
進
有
之
候
ニ
付
、
其
儘
下
筋
村
々
之
役
人
衆
者
被
帰
候
、
然
ル
処
江
村

内
之
も
の
参
り
、
段
々
風
聞
承
り
候
処
、
下
名
栗
金
千
両
也
、
上
名
栗
金
弐
千
両

位
之
見
込
之
様
子
ニ
相
見
へ
候
間
、右
振
り
合
ニ
無
之
候
而
ハ
掛
合
ニ
難
及
候
間
、

兎
ニ
も
角
ニ
も
金
弐
千
両
也
、
質
物
ニ
呉
遣
与
紙
ニ
認
候
得
与
申
ニ
付
、
無
余
儀

救
金
弐
千
両
也
、
質
物
呉
遣
与
相
認
、
夫
々
物
持
幷
質
屋
之
名
前
ヲ
印
書
付
相
渡

候
得
ハ
右
書
付
持
参
ニ
而
立
出
候
処
、
無
程
立
帰
り
候
而
、
申
聞
候
ハ
途
中
迄
参

り
承
り
候
得
者
、
下
名
栗
浅
海
戸
ハ
金
弐
千
両
差
出
し
、
其
外
質
物
呉
遣
、
是
迄

買
請
候
地
面
不
残
元
金
ニ
而
可
相
返
筈
ニ
て
漸
掛
合
ニ
相
成
候
間
、
当
村
之
儀
も

物
持
銘
々
浅
海
戸
之
振
合
ニ
致
呉
候
様
莫
太
之
金
高
、
其
上
質
物
可
呉
遣
金
貸
小

作
金
無
才
、
地
面
不
残
元
金
ニ
而
可
相
返
由
、
今
般
之
義
ハ
村
役
人
之
扱
ハ
受
不

申
、
小
前
共
一
同
相
対
ニ
而
掛
合
ニ
及
挨
拶
次
第
、
直
様
他
村
之
人
数
押
来
不
申

内
、
打
ち
こ
わ
し
可
申
旨
、
以
之
外
成
不
法
之
義
掛
合
ニ
被
及
、
如
何
ニ
致
哉
与

心
痛
罷
在
候
得
共
、
余
心
外
残
念
故
、
最
早
是
迄
与
覚
悟
を
相
極
、
立
腹
紛
ニ
声

高
ニ
元
々
小
前
も
の
共
押
出
候
節
村
役
人
共
精
々
差
押
候
得
共
、右
を
も
不
聞
入
、

如
此
之
始
末
ニ
成
行
、
殊
之
外
村
役
人
共
心
痛
罷
在
候
処
江
猶
又
押
借
強
党
同
様

之
不
法
之
儀
被
被
申
候
上
者
此
上
無
詮
方
身
体
突
出
し
候
間
、
小
前
之
も
の
望
ニ

致
呉
候
様
及
挨
拶
候
へ
ハ
此
処
ニ
居
合
候
、
外
村
役
人
聞
兼
、
小
前
之
者
共
余
法

外
之
義
是
に
ハ
何
歟
言
之
行
違
茂
可
有
之
間
、
能
々
申
諭
可
申
間
、
明
日
迄
待
呉

候
様
申
聞
候
ニ
付
、
其
意
ニ
任
置
候
処
、
翌
十
七
日
相
成
被
参
能
々
申
諭
候
処
、

全
言
之
行
違
之
様
子
ニ
候
間
、
勘
弁
致
呉
候
様
申
聞
候
ニ
付
、
当
時
小
前
之
も
の
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共
騒
立
居
候
故
、
何
も
不
申
其
儘
差
置
候
、
夫
ゟ
翌
十
八
日
小
前
一
同
呼
出
取
調

候
処
、
濱
居
場
ゟ
上
之
も
の
共
ハ
当
六
月
十
三
日
朝
、
紋
次
郎
・
豊
五
郎
両
人
宅

江
何
物
歟
不
分
も
の
立
寄
候
而
、
穀
物
諸
色
格
外
高
直
ニ
付
、
一
統
難
義
致
候
間
、

飯
能
江
穀
物
直
下
之
無
心
ニ
可
参
間
、
今
夜
之
内
ニ
飯
能
川
原
江
可
相
詰
旨
申
触

候
様
、
若
又
不
詰
合
も
の
ハ
打
こ
わ
し
焼
払
可
申
趣
、
其
者
ハ
何
与
歟
右
両
人
之

者
右
之
趣
申
触
候
ニ
付
、
上
筋
之
者
一
同
後
難
を
恐
、
跡
先
之
分
別
も
無
之
押
出

候
様
子
、
栃
屋
ヶ
谷
ゟ
柏
木
迄
之
も
の
と
も
ハ
夜
中
之
事
故
、
面
体
不
分
候
得
共
、

前
同
様
之
趣
大
音
呼
通
候
故
、
後
難
ヲ
恐
、
何
之
分
別
も
無
之
罷
出
候
様
子
、
村

方
先
鼻
之
も
の
飯
能
江
着
頃
最
早
何
連
之
も
の
歟
、
先
江
参
り
打
こ
わ
し
候
由
、

夫
ゟ
引
返
可
申
与
存
候
得
共
、
此
頃
多
勢
ニ
相
成
、
夫
ゟ
扇
町
屋
押
出
し
候
へ
く

趣
、
逃
候
も
の
ハ
壱
人
も
不
残
打
殺
可
申
趣
被
断
無
余
義
間
ニ
被
挟
所
沢
迄
参
り

候
趣
、
追
々
人
数
多
勢
相
成
、
所
沢
台
江
引
取
勢
揃
を
い
た
し
頃
ハ
凡
弐
万
人
位

与
申
事
ニ
候
、
村
方
之
も
の
所
沢
泊
ゟ
追
々
翌
朝
広
瀬
江
之
繰
出
し
迄
ニ
大
半
引

返
申
、
夫
々
抜
道
、
廻
り
道
い
た
し
、
十
六
日
夕
方
迄
ニ
帰
村
致
候
様
子
、
村
方

内
紋
次
郎
・
豊
五
郎
此
両
人
計
り
未
タ
帰
り
不
申
候
ニ
付
、
夫
ゟ
直
様
昼
立
ニ
而

岩
鼻
御
役
所
江
右
之
趣
御
届
ニ
差
出
候
処
、
秩
父
大
宮
辺
ゟ
最
寄
之
改
岩
鼻
近
辺

ハ
何
之
人
数
ニ
候
哉
、
難
分
候
得
共
、
御
陣
屋
江
押
寄
可
参
風
聞
専
有
之
、
御
陣

屋
ニ
而
ハ
右
之
固
之
御
用
意
江
戸
表
ゟ
御
郡
代
官
様
江
甫
兵
五
百
人
相
附
御
登
り

被
遊
候
次
第
、
上
州
中
仙
道
筋
秩
父
辺
我
野
・
高
麗
・
越
生
・
小
川
・
坂
戸
・
松

山
・
成
木
谷
・
青
梅
・
箱
根
ヶ
崎
・
五
日
市
・
拝
島
最
寄
〳
〵
無
残
打
こ
わ
し
有

之
、
大
混
雑
之
由
、
此
地
辺
者
当
節
諸
色
買
出
し
無
之
日
々
差
支
銘
々
難
渋
致
居

候
、
今
般
之
義
ハ
不
容
易
儀
ニ
而
村
役
人
共
力
ニ
者
難
及
、
只
　々
　

御
公
儀
様

御
沙
汰
ヲ
相
待
居
候
而
已
ニ
而
日
夜
心
痛
罷
在
候
、
先
者
騒
立
一
件
有
増
奉
申
上

候
、
殊
之
外
取
込
故
、
前
後
不
同
之
儀
御
座
候
ハ
宜
敷
御
読
取
可
被
成
候
ハ
余
者

後
便
可
奉
申
上
候
、
恐
々
謹
言

　

寅
六
月
廿
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
之
助
拝

御
尊
父
様

追
啓
奉
申
上
候
、
当
時
之
姿
ニ
而
者
何
分
ニ
も
難
行
立
御
心
得
、
御
座
候
而
御
調

有
之
候
ハ
何
れ
ニ
歟
可
相
成
与
心
得
岩
鼻
御
役
所
江
願
出
候
而
も
御
陣
屋
も
御
混

雑
故
、
未
タ
御
出
役
も
無
之
必
至
与
心
痛
罷
在
候
、
乍
憚
本
文
之
様
子
今
戸
黒
舟

町
所
々
様
江
宜
敷
御
伝
声
之
程
奉
願
上
候
、
早
々
以
上

以
上
が
全
文
で
あ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
江
戸
に
い
る
父
の
安
之
助
が
、
六
月
一
八

日
に
差
出
し
、
二
二
日
に
上
名
栗
村
に
到
着
し
た
、
瀧
之
助
の
安
否
を
尋
ね
る
書
状
が

残
っ
て
い
る
（
６
）
。
品
川
を
は
じ
め
江
戸
で
も
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
り
、
施
行
を
し
た
こ
と

で
治
ま
っ
た
が
、
こ
の
度
は
風
聞
で
所
沢
・
扇
町
屋
・
飯
能
そ
の
ほ
か
近
辺
に
も
打
ち

こ
わ
し
が
あ
る
と
聞
き
、
上
名
栗
村
は
大
丈
夫
か
と
人
を
遣
わ
し
て
尋
ね
た
も
の
で
あ

る
。
も
し
、
上
名
栗
村
に
一
揆
勢
が
登
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
前
々
か
ら
の
帳

箪
笥
を
封
印
し
て
、
政
五
郎
方
（
使
用
人
）
へ
ご
く
内
々
に
預
け
る
よ
う
に
と
指
示
し

て
い
る
。
帳
箪
笥
に
は
、借
金
証
文
や
質
地
証
文
な
ど
が
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
回
紹
介
し
た
書
状
は
、
こ
の
父
の
手
紙
に
対
し
て
、
一
揆
発
生
後
十
二
日
目
の
少

し
落
ち
着
い
た
頃
に
、
実
際
に
起
き
た
一
揆
の
顛
末
を
瀧
之
助
が
書
き
送
っ
た
も
の
で

あ
る
。
書
状
の
末
尾
に
は
、「
殊
之
外
取
込
故
、前
後
不
同
之
義
」
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、

よ
ろ
し
く
読
み
取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
記
し
て
い
る
。

一
揆
の
経
緯

一
揆
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
変
事
出
来
ニ
付
心
得
覚
記
」
解
説
（
７
）

が
詳
し
い

が
、
今
回
の
書
状
か
ら
読
み
取
れ
る
、
特
徴
あ
る
点
を
順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。

六
月
一
三
日
（
図
１　

一
三
四
頁
参
照
）

一
揆
当
日
一
三
日
夕
方
に
は
、
村
役
人
側
は
、
浜
居
場
よ
り
上
に
住
ん
で
い
る
者

た
ち
が
穀
物
値
下
げ
を
要
求
し
て
今
晩
に
も
飯
能
に
行
く
情
報
を
つ
か
み
、
止
め
に

向
か
っ
た
。
瀧
之
助
は
、
病
気
（
何
の
病
気
だ
っ
た
か
は
不
明
）
を
押
し
て
、
取
り

鎮
め
に
向
か
い
、
伊
倉
辺
り
で
一
揆
勢
と
出
会
っ
た
。
そ
こ
で
、
穀
物
値
段
が
上
が
っ

て
暮
ら
し
方
に
差
支
え
て
い
る
た
め
、
当
面
の
措
置
と
し
て
村
方
の
物
持
で
金
千
両
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を
差
出
す
こ
と
を
小
前
に
提
案
し
た
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
発
生
当
初
の
段
階

で
、
施
金
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
後
皆
で
、
鍛

冶
屋
橋
ま
で
追
い
か
け
た
が
、
小
物
よ
り
柏
木
ま
で
の
者
も
抑
え
ら
れ
ず
、
村
役
人

た
ち
は
途
方
に
暮
れ
、
一
旦
夕
食
を
と
り
つ
つ
相
談
し
た
。
そ
し
て
、
岩
鼻
陣
屋
へ

第
一
報
を
こ
の
時
送
っ
て
い
る
。
岩
鼻
陣
屋
（
現
群
馬
県
高
崎
市
）
と
は
、
上
野
国

三
郡･
武
蔵
国
六
郡
を
支
配
す
る
た
め
に
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
に
新
た
に
設
置

さ
れ
た
幕
府
の
代
官
所
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
村
役
人
ら
は
、
一
揆
勢
の
後
を
追
っ

た
。

六
月
一
四
日
（
図
２　

一
三
四
頁
参
照
）

四
つ
時
頃
（
午
後
一
一
時
頃
）
飯
能
河
原
に
到
着
し
、
五
つ
時
頃
（
午
前
七
時
頃
）

に
飯
能
の
酒
屋
八
左
衛
門
を
は
じ
め
と
し
て
、
板
屋
半
兵
衛
・
中
屋
清
兵
衛
・
堺
屋
又

右
衛
門
の
穀
物
屋
四
軒
が
打
ち
こ
わ
さ
れ
た
と
い
う
情
報
を
知
っ
た
。
こ
れ
ら
の
店

は
、
町
田
家
が
米
穀
や
諸
物
資
を
購
入
し
、
日
頃
か
ら
深
い
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
飯
能

の
大
店
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
村
役
人
ら
で
一
揆
勢
を
是
非
と
も
引
き
止
め
て
戻
ろ
う
と

し
た
が
、
す
で
に
蜂
起
し
た
者
は
手
分
け
し
て
扇
町
屋
の
穀
物
屋
を
こ
わ
し
て
所
沢
へ

向
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。
瀧
之
助
は
、
病
気
に
か
か
わ
ら
ず
昨
日
か
ら

一
揆
勢
を
追
い
か
け
続
け
、
疲
労
困
憊
で
、
金
毘
羅
坂
（
下
藤
沢
村
）
に
て
少
々
休
息

し
た
後
、
再
び
追
い
か
け
た
。
そ
の
途
中
で
村
方
の
者
と
出
会
っ
た
が
、
所
沢
に
つ
く

前
に
打
ち
こ
わ
し
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
と
聞
き
、
そ
れ
か
ら
所
沢
台
と
い
う
と
こ
ろ

で
野
宿
す
る
と
い
う
の
で
、
引
き
止
め
に
行
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
引
き
止
め
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、
夜
八
つ
時
（
一
五
日
午
前
三
時
頃
）
に

村
に
引
き
返
す
こ
と
を
決
め
た
。

六
月
一
五
日

朝
、
大
河
原
の
金
貸
を
打
ち
こ
わ
し
、
そ
の
足
で
一
揆
勢
が
名
栗
へ
早
速
来
る
と
い

う
風
聞
も
あ
っ
た
の
で
、
村
役
人
ら
は
と
り
あ
え
ず
村
に
戻
っ
た
。
そ
の
噂
に
驚
い
た

女
達
は
山
に
逃
げ
、
村
役
人
達
も
、
も
し
押
し
来
た
ら
山
へ
避
難
し
よ
う
と
覚
悟
を
し

た
が
、
そ
の
夜
は
夢
の
よ
う
に
何
事
も
起
こ
ら
ず
明
け
た
。

六
月
一
六
日
―
施
金
交
渉
―　

一
揆
勢
が
大
河
原
よ
り
下
畑
村
ま
で
来
て
、
上
名
栗
村
ま
で
押
し
寄
せ
て
く
る
と
心

配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
畑
文
大
臣
」（
渡
戸
の
吉
沢
文
蔵
か
）
が
村
方
へ
悉
く
施
し
を

し
た
こ
と
に
よ
り
助
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
上
名
栗
村
で
も
そ
の
よ
う
に
し

て
こ
の
場
を
乗
り
切
ろ
う
と
、「
金
千
両
を
施
す
、
質
物
を
遣
わ
す
」
と
い
う
こ
と
で

話
は
ま
と
ま
っ
た
か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
下
名
栗
村
で
も
金
千
両
、
質
物
を
遣
わ

す
と
い
う
の
で
、「
上
名
栗
村
だ
っ
た
ら
二
千
両
に
せ
よ
、
と
に
も
か
く
に
も
そ
れ
を

紙
に
認
め
る
」
よ
う
に
と
迫
ら
れ
た
の
で
、
余
儀
な
く
認
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
金

二
千
両
を
鳥
居
源
左
衛
門
・
小
殿
伴
次
郎
・
秋
津
幸
次
郎
・
新
立
瀧
之
助
・
柏
屋
代
八

の
五
人
で
施
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
８
）
。
し
か
し
、
そ
の
書
付
を
持
っ
て
行
っ
た
一
揆
勢

が
、
途
中
で
戻
っ
て
き
て
、
下
名
栗
浅
海
戸
（
加
藤
家
）
の
と
こ
ろ
で
は
金
二
千
両
、

他
に
時
貸
分
帳
消
し
、
質
物
は
残
ら
ず
返
却
、
こ
れ
ま
で
買
い
受
け
た
地
面
は
残
ら
ず

元
金
に
て
返
す
約
束
に
な
っ
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
出
し
、
こ
れ
に
な
ら
う
よ
う
に
と

再
要
求
し
て
き
た
。
さ
ら
に
今
回
は
村
役
人
の
指
示
は
受
け
な
い
、
小
前
一
同
相
対
に

て
掛
け
合
い
に
及
び
、
返
事
次
第
で
他
村
か
ら
打
こ
わ
し
勢
が
来
る
前
に
打
ち
こ
わ
す

と
脅
し
を
か
け
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
瀧
之
助
は
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
覚
悟
を
決
め
、

「
元
々
小
前
の
者
が
押
し
出
た
時
に
村
役
人
が
止
め
る
の
も
聞
か
ず
こ
の
よ
う
な
始
末

に
な
り
、
村
役
人
が
心
を
痛
め
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
押
借
強
盗
の
よ
う
な
不
法
な
こ

と
を
言
う
な
ら
、
こ
の
上
は
詮
方
な
く
一
身
を
突
出
す
の
で
、
小
前
の
者
の
し
た
い
よ

う
に
す
れ
ば
よ
い
」
と
立
腹
し
て
宣
言
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
に
い
た
ほ

か
の
村
役
人
が
と
り
な
し
、
よ
く
よ
く
申
し
諭
す
の
で
、
明
日
ま
で
待
っ
て
も
ら
い
た

い
と
言
う
の
で
、
そ
れ
に
任
せ
た
。

そ
の
よ
う
に
瀧
之
助
が
強
気
に
出
た
背
景
に
は
、
こ
の
数
日
間
の
一
揆
勢
と
の
や
り

と
り
で
嫌
気
が
さ
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
飯
能
の
村
役
人
か
ら
一
六
日
に
は
上
下
名
栗

村
へ
乱
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
の
で
、
安
心
し
て
ほ
し
い
と
の
廻
状
を
受
け
取
っ

て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
と
し
て
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
（
９
）

。
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六
月
一
七
日
以
降

一
七
日
、
村
役
人
た
ち
の
申
し
諭
し
が
き
い
た
の
か
、
行
き
違
い
な
の
で
許
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
の
施
金
の
取
り
決
め
で
治
ま
っ
た
。

翌
十
八
日
以
降
、
小
前
一
同
の
取
り
調
べ
が
は
じ
ま
っ
た
。
浜
居
場
よ
り
上
の
者
が

言
う
に
は
、
当
月
一
三
日
に
何
者
か
不
明
の
者
が
、
米
穀
値
下
げ
無
心
に
今
夜
の
内
に

飯
能
河
原
に
一
同
集
ま
れ
と
、
紋
次
郎
・
豊
五
郎
宅）
10
（

に
申
し
触
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
両

人
が
、
そ
う
し
な
け
れ
ば
家
を
打
ち
こ
わ
し
焼
き
払
う
と
、
大
声
で
触
れ
回
り
参
加
を

呼
び
か
け
た
た
め
、
上
筋
の
者
た
ち
は
後
難
を
恐
れ
て
分
別
な
く
出
か
け
て
し
ま
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
栃
屋
ヶ
屋
よ
り
柏
木
ま
で
の
者
も
だ
い
た
い
同
様
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
飯
能
へ
着
く
頃
に
は
、
最
早
誰
か
が
先
に
行
き
、
打
ち
こ
わ
し
が
行
わ

れ
た
こ
と
を
聞
き
、
そ
れ
よ
り
引
き
返
す
べ
き
と
思
っ
た
が
、
こ
の
頃
に
は
大
勢
に
膨

れ
あ
が
っ
て
お
り
、
扇
町
屋
に
押
し
出
す
べ
く
逃
げ
出
す
者
は
一
人
も
残
ら
ず
打
ち
殺

す
と
い
う
の
で
、
や
む
な
く
所
沢
ま
で
行
っ
た
と
い
う
。
さ
ら
に
人
数
は
増
え
、
所
沢

台
で
勢
揃
い
す
る
こ
ろ
に
は
凡
そ
二
万
人
位
に
及
ん
だ
と
い
う
。
村
方
の
者
は
所
沢
に

泊
ま
っ
た
後
、
追
々
翌
朝
広
瀬
へ
繰
り
出
し
た
が
、
大
半
は
引
き
返
し
、
そ
れ
ぞ
れ
抜

け
道
や
廻
り
道
を
し
て
、
一
六
日
夜
に
は
帰
村
し
た
。
村
民
が
村
に
戻
る
中
、
紋
次
郎
・

豊
五
郎
両
人
だ
け
は
帰
っ
て
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
す
ぐ
に
岩
鼻
役
所
へ
届

け
に
出
た
と
こ
ろ
、
秩
父
大
宮
よ
り
最
寄
り
の
岩
鼻
陣
屋
の
近
辺
へ
押
し
寄
せ
る
風
聞

も
あ
り
、
陣
屋
で
は
そ
の
固
め
の
用
意
と
し
て
、
江
戸
よ
り
甫
兵
五
〇
〇
人
の
加
勢
が

派
遣
さ
れ
る
次
第
で
あ
る
こ
と
、
上
州
中
山
道
筋
、
秩
父
辺
、
我
野
、
高
麗
、
越
生
、

小
川
、
坂
戸
、
松
山
、
成
木
谷
、
青
梅
、
箱
根
ヶ
崎
、
五
日
市
、
拝
島
な
ど
、
最
寄
残

ら
ず
打
ち
こ
わ
さ
れ
、
大
混
雑
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
な
ど
と
い
う
情
報
を
得
て

い
る
。
そ
の
た
め
、こ
の
地
辺
り
は
、当
節
諸
色
買
い
出
し
が
で
き
ず
、日
々
差
支
え
銘
々

難
渋
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

書
状
の
最
後
に
は
、
こ
の
打
ち
こ
わ
し
に
関
し
て
は
、
容
易
な
ら
な
い
事
態
で
、
村

役
人
で
は
力
及
ば
ず
、
只
々
御
公
儀
様
御
沙
汰
を
待
つ
の
み
で
、
日
夜
心
痛
し
て
い
る

と
、
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
追
啓
で
、
岩
鼻
陣
屋
の
来
村
を
待
っ
て
い
る

が
、
こ
の
混
乱
で
は
難
し
い
こ
と
や
江
戸
に
い
る
他
の
親
戚
に
も
こ
の
事
態
を
伝
え
て

ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。

名
主
の
目
か
ら
見
た
武
州
一
揆

今
回
改
め
て
取
上
げ
た
瀧
之
助
の
書
状
は
、
打
ち
こ
わ
し
の
経
緯
が
簡
潔
に
ま
と
め

ら
れ
、
ま
た
父
親
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
心
情
や
本
音
が
包
み
隠
さ

ず
述
べ
ら
れ
て
い
る
点
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

瀧
之
助
は
、
こ
の
時
病
気
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
名
主
と
し
て
村
役
人
を
代
表
し
、
一

揆
勢
の
引
き
止
め
に
奔
走
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
村
役
人
が
、
一
揆
勢
が
押
し

出
て
い
く
と
い
う
情
報
を
事
前
に
把
握
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
引
き
止
め
る
た

め
に
金
千
両
を
施
す
こ
と
を
提
案
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
、
そ
れ
ら
の
や
り
と
り
が
つ
ぶ
さ
に
読
み
と
れ
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
施
金

交
渉
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
面
倒
を
見
て
き
た
村
民
が
要
求
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る

そ
の
豹
変
ぶ
り
に
対
し
て
、
瀧
之
助
が
こ
れ
を
一
喝
し
、
事
態
が
な
ん
と
か
収
拾
に
向

か
っ
た
こ
と
か
ら
、名
主
の
意
識
や
役
割
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、書
状
中
で
、瀧
之
助
は
、

こ
の
一
件
を
「
打
こ
わ
し
」「
騒
立
一
件
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
表
現
か
ら
は
打
ち
こ

わ
さ
れ
る
側
で
あ
る
村
役
人
側
が
一
揆
勢
を
ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
が
窺
え
る
。

最
後
に
次
の
史
料）
11
（

を
紹
介
し
て
、
こ
の
稿
を
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

 

御
尊
書
拝
見
仕
難
有
奉
畏
候
、
如
仰
寒
冷
之
砌
ニ
相
成
候
得
共
、
御
尊
家
中
様
益
々

御
繁
栄
之
由
、
珍
重
大
慶
至
極
奉
賀
上
候
、
然
ハ
当
夏
中
被
打
毀
、
今
般
御
見
舞
何

よ
り
之
品
沢
山
御
送
り
被
仰
付
千
万
難
有
請
納
仕
候
、
何
れ
拝
顔
之
上
、
万
々
御
厚

精
可
申
上
候
間
、
今
日
御
請
書
に
も
早
々
可
存
候
、
筆
末
な
か
ら
御
一
同
様
方
へ
御

傳
詞
□
程
奉
恐
候
、
以
上

　
　

（
寅
年
）　

十
月
十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堺
屋
又
右
衛
門

　

上
名
栗

　
　

町
田
瀧
之
助
様

こ
れ
は
、
飯
能
で
打
ち
こ
わ
さ
れ
た
穀
物
屋
堺
屋
又
右
衛
門
か
ら
瀧
之
助
に
宛
て
た
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も
の
で
、
打
ち
こ
わ
し
の
見
舞
い
と
し
て
た
く
さ
ん
の
品
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
へ

の
礼
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
打
ち
こ
わ
さ
れ
た
側
に
も
配
慮
を
す
る
一
方
で
、
村

役
人
と
し
て
そ
つ
な
く
勤
め
を
果
た
す
、
名
主
と
し
て
の
瀧
之
助
の
柔
軟
な
一
面
も
窺

え
る
。

図 1　名栗地域の一揆勢と村役人の動き

図 2　一揆勢の動きと関連地名

出典）特別展図録『名栗の歴史―森林とともに歩んだ文化をさぐる̶』（飯能市郷土館　2008 年）27頁より転載
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注（
１
）
武
州
世
直
し
一
揆
に
つ
い
て
は
、
多
数
研
究
が
あ
る
。
戦
前
か
ら
一
九
七
〇
年

代
前
半
の
武
州
世
直
し
一
揆
に
関
係
す
る
研
究
史
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、

山
中
清
孝
「
武
州
一
揆
の
研
究
―
研
究
史
と
二
、三
の
問
題
点
に
つ
い
て
」（『
史

游
一
』
一
九
七
五
年
）
が
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
森
安
彦
『
幕
藩
制

国
家
の
基
礎
構
造
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）、
大
舘
右
喜
『
幕
末
社
会

の
基
礎
構
造
―
武
州
世
直
し
層
の
形
成
』（
埼
玉
新
聞
社
、一
九
八
一
年
）
な
ど
。

（
２
）
丸
山
美
季
①
「
史
料
紹
介　

武
州
一
揆
史
料　
「
慶
應
二
丙
寅
六
月
十
三　

変
事

出
来
ニ
付
心
得
覚
記　

上
名
栗
村
」『
名
栗
村
史
研
究　

那
栗
郷
１
』（
名
栗
村

教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
②
「
第
５
章
近
世
後
期
の
社
会
変
動
と
武
州

世
直
し
一
揆
」『
名
栗
の
歴
史　

上
』（
飯
能
市
教
育
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）、

落
合
延
孝
「
武
州
一
揆
の
史
料
紹
介
」『
群
馬
大
学
社
会
情
報
学
部
研
究
論
集
』

（
第
一
〇
巻
、
二
〇
〇
三
年
）、
森
安
彦
「
武
州
世
直
し
一
揆
」
像
の
再
検
討
―

一
揆
蜂
起
の
上
名
栗
村
に
お
け
る
新
出
史
料
を
中
心
に
―
」（『
紀
要
（
中
央
大

学
文
学
部
史
学
科
）』
第
四
九
号
、
二
〇
〇
四
年
）
ほ
か
。

（
３
）
平
沼
宏
之
家
文
書
二
一
六
。
当
時
者
で
あ
っ
た
源
左
衛
門
は
、
文
化
一
一
年

（
一
八
一
四
）
生
ま
れ
で
、
こ
の
時
五
三
才
で
あ
っ
た
。
平
沼
家
は
、
村
内
で
は
、

材
木
商
・
酒
造
業
を
営
み
、「
い
ま
る
や
」
と
い
う
酒
店
を
開
い
て
お
り
、
町
田

家
・
柏
木
家
な
ど
と
共
に
有
数
の
山
村
豪
農
で
あ
っ
た
。
上
名
栗
村
で
の
一
揆

勢
の
動
き
と
そ
れ
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
村
役
人
と
の
攻
防
の
様
子
や
、
岩
鼻

役
所
へ
提
出
し
た
嘆
願
書
な
ど
の
公
的
な
書
類
の
写
し
や
自
ら
の
感
想
を
交
え

な
が
ら
書
か
れ
た
も
の
で
、
当
時
の
村
役
人
の
意
識
や
動
向
を
知
る
こ
と
の
で

き
る
興
味
深
い
史
料
で
あ
る
。

（
４
）
学
習
院
大
学
史
料
館
所
蔵
武
蔵
国
秩
父
郡
上
名
栗
村
町
田
家
文
書
。
以
後
、
史

料
名
は
、
町
田
と
略
記
し
、
文
書
番
号
を
記
し
た
。
町
田
七
二
三
六

（
５
）
山
中
清
孝
『
近
世
武
州
名
栗
村
の
構
造
』（
名
栗
村
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一

年
）
二
七
一
〜
二
七
三
頁
、
三
〇
八
〜
三
一
四
頁
に
、
既
に
解
説
と
翻
刻
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
。こ
の
書
状
の
重
要
性
を
見
出
し
、関
連
史
料
と
の
検
討
を
さ
れ
、

上
名
栗
村
で
は
村
役
人
と
一
揆
勢
が
階
級
対
立
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
一
揆
の
経
緯
に
つ
い
て
最
も
詳
し
い
と
さ
れ

た
史
料
で
あ
っ
た
が
、
以
後
新
し
い
史
料
も
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て

紹
介
し
、
読
点
を
つ
け
、
今
回
再
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
６
）
町
田
二
〇
七
九
七

（
７
）
注
（
２
）
丸
山
論
文
①

（
８
）
町
田
七
二
四
八

（
９
）
町
田
五
六
三
〇

（
10
）
一
揆
の
首
謀
者
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
る
が
、
名
栗
村
大
工
紋
次
郎
、
桶
職
人
豊

五
郎
、
下
成
木
村
悪
惣
（
小
山
喜
左
衛
門
）
が
主
な
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
紋
次
郎
は
持
高
一
斗
六
升
一
合
、

下
畑
二
畝
二
四
歩
、
豊
五
郎
は
持
高
六
升
五
合
二
勺
で
、
中
畑
二
八
歩
の
貧
農

で
あ
っ
た
。
悪
惣
（
喜
左
衛
門
）
は
、
下
成
木
村
下
分
の
組
頭
で
、
青
梅
の
特

産
物
石
灰
を
あ
く
と
読
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
も
来
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の

ほ
か
、
上
名
栗
村
の
留
吉
と
い
う
者
の
名
が
見
ら
れ
る
。
悪
惣
と
留
吉
に
つ
い

て
は
こ
の
書
状
で
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
11
）
町
田
二
〇
五
〇
二

﹇
付
記
﹈

学
習
院
大
学
文
学
部
史
学
科
の
先
輩
で
あ
り
、
武
州
一
揆
の
研
究
者
と
し
て
第
一
人

者
で
あ
っ
た
山
中
清
孝
氏
が
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇

年
に
発
表
し
た
拙
稿
を
読
ん
で
く
だ
さ
り
、
研
究
会
で
と
り
あ
げ
て
発
表
し
て
く
だ
さ

る
と
い
う
手
紙
を
頂
戴
し
、
ま
た
大
舘
右
喜
氏
の
武
州
一
揆
の
講
演
に
誘
っ
て
い
た
だ

く
な
ど
、
大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
訃
報
を
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
が
、
そ

の
研
究
業
績
の
大
き
さ
を
再
確
認
し
、
今
回
改
め
て
山
中
氏
が
以
前
に
紹
介
さ
れ
た
史

料
を
と
り
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。




